
カ ン トの 「尊 敬 の.感情.」に つ い て

佐 別当 義 博

(序)

周 知 の様 に,ヵ ン トはr実 践 理性 批 判 』 分析 論 第 三 章 にお い て,「 純粋 理 性 の諸

動機 ・つ い ・』(1)論 、て・ ・。 この轍 理性 が立zaee力 と して画 き う。実 践的 領

域 につ い て,主 体 的側 面 か ら考 察 す る もの で あ る と考 え られ る。第 三章 は・ 当然 の

こ となが ら,第 一 章,第 二二章 の内容 を前提 と してい る。.そこ では客観 的 側 面 か ら実

践的 領域 を考 察 してい る。 この考 察 にお い て,意 志 を規 定 す る実 践 的原 則 を.「我 々

が道 徳法 則 とよぶ .1(V.56)原 則 と して提 示 す る。道 徳 法 則 は 「与 え られ た も

の 」 であ り,「 純粋 な理 性 の唯 一 の事 実 」 であ る.(V.56,Vg1 ,.V.72,.81,163

f.)。 この場合 留 意 す べ きは,純 粋理 性 の立 法 に よっ て与 え:られ る とい うこ とで

ある。 カ ン トは,こ の唯 一 の事 実 で あ る道徳法 則 の意 味 を解 明 す る こ とに よ り,純

粋理 性 が本来 実 践 的 で あ る こ と,ず なわ ち純 粋理 駐 は,他 にい か な る もの も必 要.と

す るこ とな く,そ れ 自身 にお い て,道 徳 法則 に よ って意志 を規 定 すべ きで あ る ζ と
サ 　 ロ 　 ロ の 　 ロ ロ コ サ 　 　 ロ コ

を確 認 す る。そ して,道 徳 性 は,道 徳 法 則 に よ る直 接 的 な意志 規 定.に成 立 す る,.と

主張 す る。

道徳 法則 は,本 来,あ らゆ る理 性的存在 者 の意志 の原 則 として,客 観 的実 践 的原 則

であ る。.とこ ろが有 限 な理性 的 存在 者 にお いて,こ の原 則 は,道 徳 法則 と して意 識

され る。 .この道 徳 法貝「」の意 識 は,絶 対 的 な当為 の意 識 で あ り,強 制 の意識 であ 喬。

こ の強 制 は義 務 と了解 され る。 した が っ て,道 徳法 則 に よる直接 的 意志 規 定 にの

み成 立 す る道徳 性 は. .「 義務 か らausPflicht」 とい う動機 に のみ認 め られ る。道

徳性 は,心 術 に のみ帰 せ られ るべ きで あっ て,行 為 の単 な る.「合 法 則性 」,「 義 務.

にか な って い るこ と」 か ら区別 され る。

以 上 の こ と を前提 す る 『純 粋理 性 の諸 動 機 につ いて』 で論 ぜ られ るのは,「 如 何

に して法則 がそれ 自身 で直接 に,意 志 の規定 根拠 であ りうるか 」(V,128)と い う

こ とでは な い。 この課題 は人 間理性 の限 界 を超 えて い る。何故 で あ ろ うか。意 志 は
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意欲Woltenで あるが,こ れ に は二側 面 あ る。実 質(意 志 の対象 で あ り,快 ・不 快

あ るい は幸福)と 形式(意 志 の規 則.の定立 様 式.)で あ る。実践 的規 則 は,た だ形式

に関 わ る限 りに おいて,法 則 た りうるの で あ る。道 徳法 則 に よる意志 の颪接 的 規定

とい うこ とは,こ の形 式 の 側 面 か らの規 定 で あ る。.さらに道徳 法 則 は いわ ば事 実

で あ るが,こ の事実 が理 性 を して悟性 界 とい う立 場 へ移 行 せ しめ,お のれ の実 践 性

を自覚 させるのである(z)しか ・,「 実耀 性 がIP界 か ら意志 の豫 を諏 って来 よ う

とす る な らば,理 性 はお のれ の限 界 を超 え る」(IV,458)こ とな る(3)0した が 。

て,道 徳 法則 は実 質 の面 では,意 志 を規 定 しえ な いの で あ る。.すなわ ち た だ 「幸

稿 に値 す る」 こ とに関 して のみ意 志 を規 定 し うるの で あって,幸 福 で あ る こ とに関

して は意志 を規 定 しえ ない ので ある(注(5,第 五 節参 照)。

第 三 章 で展 開 され る のは,「 動 機 が道 徳 法則 で あ る こ とに.よって,如 何 な る こ と

が 入間 の欲 求 能 力 に対 して,か の規 定根 拠 が 人間 の欲 求 能力 に及 ぼ す作 用 として起

こる のか 」(.V.128)と い う課題 で あ る。.「欲求 の主観的 根 拠 で あ りうる」(V.161)

の は快 ・不快 の感 情 で あ る。 した が って上 で述 べ た課 題 は,「 認識(こ こで は純 粋

な実 践 的理 性 の認識 で あ る)が 快 ・不快 に対 して もつ関 係 」(V.129)を 規定 す る

こ とで あ る。 こ の規 定 に よっ て道 徳 法則 が動機 す なわ ち 「存在 者 の意 志 の主 体 的 な

規 定 根拠 」(V.127)と な りうるこ とが解 明 され る の であ る。

第 三 章 は,実 践的 認 識 の 「感 性 論 」 で あ る とされ る。 この感性 論 にお い て問 われ

る感 性 は,認 識 能 力 と して の感性 では な い。 この意 味 で の感 性 論 は認 識対 象 と表象

との客 観的 関 係 を問 う。実 践的 認 識 の感 性 論 は,認 識対 象 の表象 と主 体 との主観 的

関係 を問 う。意 志 を直接 的 に規 定 す べ き道徳 法 則 の表象 の主 観的 側 面 す なわ ち,直

感 的asthetischな 側 面 を問 う。実践 的 認 識 が快 ・不快 に対 して もつ 関 係 を規定 す

る とはか か る意 味 に おい て で あ る。 この間 に 関す る解 答 な しには,道 徳 法 則 が意 志

の主 体 的 な規 定 根拠 た る こ とを証 示 で きない で あろ う。主体的規定根 拠が常 に関係 し

て い る快 ・不 快 は直感 的 表象 で あ るか らで あ る。 カ ン トは,以 上 の こ と を解 明 す る

に,意 志 を直 接 的 に規 定 す べ きで あ る道徳 法 則 が快 ・不快 に対 して いか な る作 用 を

及 ぼす の か,と い う観 点 か ら問 う。 この作 用 の結 果 と して惹 起 され る感 情 を,カ ン

トは 「尊 敬 の感 階 」 とよぶ 。第 三章 は,こ の 「尊 敬 の感情 」 が唯一 の道徳 的 動 幾 で

あ る こ と を,す なわ ち この感 盾 が道徳 的 感 情 で あ る こ と を,解 明 す る。
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ヵン トに と って,動 機 とは 「あ る存 在者 の主体 的 根拠 と考 え られ る」 が,「 その

存在 者 の理 性 が,お のれ の本 性 の た めに,客 観 的 法則 に必然 的 に適 っ ては い ない 」.

(V.127)場 合 に必 要 な もの で あ る。そ こで まず,我 々は,こ の 「本性 」か らみ て

ゆかね ば な らない 。

(一)

動 機論 は,「 お のれ の本性 のた め に」 お のれ の格 率(主 観的 原 理)が 普 遍 的 妥 当

性 を有 す る とは限 らぬ存 在者,す な わ.ち入 間 を対 象 とす る。 この本性 とは,人 間 の

意志 が感性 的触 発 を受 けて い る こ とで あ る。我 々は・ しば しば・ 快'不 庚 の感情 に

規定 され る・

我 々は,あ る行 為 に快 が予 想 で きれ ば そ の快 の故 にそ の行 為 を遂 行 しよ うとす

るだ ろ う。 ま た逆 に,あ る行 為 に不快 が予 想 で きれ ば.そ の不快 故 にそ の行為 を避

けよ う とす るで あろ う。 そ して,そ のた め に格 率 をた て,そ の格 率 に従 って行 為 す

る。 か か る事 態 は,快 ・不快 が行為 の動 機 で ある こ とを示 す。 快 ・不快 に よっ て規

定 され た欲 求 能 力Begehrungsvermogenは,欲 望iBegierdeと よば れ る・欲 望 が 習

慣 化 し た も の が,傾 向性Neigungで あ る。 こ の傾 向性 は,自 己 の快 ・不快 を のみ

思い巡 らす 。 し た が っ て 「こ の傾 向 性 は総 じて利 己心Selbstsucht,solipsimus

を成 す.」(V.129)。 利 己 主 義 者Selbstsuchtiger,solipsista.と は 自分 自身 で

さえ仕 合 わ せ で あれ ば,他 人 が ど うで あ るか に は,無 関心 な 人 」(V1,450)

で あ る。 「利 己心 」 とは この意 味 で 自己 中心 的 で あ る こ とで あ る。

カン トは,利 己心 を.「私 愛Eigenliebe」 と 「自.負Eigendiinkel,anogantia」

とに区 別 して い る。

仕 合 わせ を願 うとい うこ とは,「 好意 を寄 せ るこ とWohlwollen」 で あ る 。 「好

意 とい う こ と で は,私 自身 に最 も身近 な の は 私 で あ る」(V1.451)。 そ こで

「まず 何 よ りも自分 自身 に好 意 を寄 せ る 自己愛 の利 己心 」(V.129)が,人 間 の傾

向性 と して,人 間 の感 性的 行 動様 式 の本質 を成 す。 カ ン トは この 自己愛 を私 愛 とよ

んで い る。 自己愛 に基 づ く実践 的原 理 は,私 的 な快 ・不快 に基 づ き.,客 観 的 原 理 た

りえな い。 に もか か わ らず,我 々 は 自分 自身 の可愛 い さか ら,あ た か もそれ が客観

的原 理 で あ るか の よ うに思 い込 み,他 者 に対 してお のれ の行 為 を弁 明 す る根 拠 に し

④ した が
っ て,こ の 自己 愛 は,「 お のれ の選 択 意 志 の主 観 的 規 定 根 拠た りす る。
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.に従 う自分 自身 を
,意 志 一般 の 客観 的 規定 根 拠 に して しま う.」(v.isi.)傾 向性 で

あ る。..

「自負 」.とは,「 自分 自身 に得意 に な るWohlgefallen利 己心 」.(V.129)で あ

り,「 自己愛 が 自分 を立法的 な もの とな し.無 制約 な実践 的原 理 とす る場 合,こ の

自 己愛 は自負 とよばれ うる」(V.131)。 立 法的 で あ るの は純 粋理 性 の み で あh,

しか もそ の立 法 は形 式 に のみ係 わ る もの であ る。 自 己愛 は 自己 の幸福 とい う実質 を

思 い巡.らす 。 この よ うな自 己愛 が お のれ を立 法 的 で あ り,無 制 約 な実 践 的原 理 とな

す 場 合,二 重 の意味 で道徳 性 に反 す る。形 式 に適 い えぬ立法 で あ る とい う意味 で道

徳性.に反す る。 た とえ形式 に適 って い る と して も,そ の道 徳 性 か ら幸福 を要求 で き

な い に もかか わ らず,そ うして い る とい う意 味 で,道 徳 性 に反 す る。 か か る態 度 は,

道 徳 的.な 「高慢 」 で あ り,思 い上 が りで あ る。

我 々は 以上 の傾向性 か ら決 して 自由 では あ り.えな い。.「被造 物 は被 造物 であ り・

したが って,お のれ の状 態 に完 全 に満 足 す るた めに必要 な もの に関 して,常 に従属

的 で あ るか ら,決 して欲 望 や傾 向性 か ら安 全 に自.由で は あ りえな い」(V.149)。

以 上 の思 想 は,『 単 な る理 性 の限界 内 に お け る宗 教』 にみ られ る思 想 を想 起 させ

る。 カ ン トは 「入間 の本性 に お け る悪 へ の性 癖Hang.」 す な わ ち 「傾 向性(習 慣 的

な欲 望)を 可 能 に す る主 観的 根 拠 」(V1.28)に つ い て述 べ て い る。 「性 癖 」 に

は三 っ の段 階 が あ 乱 ①.「採 用 され た格率 一般 に従 う際 の 人間 の心 の弱 さ,す なわ

ち・ 人問 の本 性 の脆 さ.Gebrechlichkeit」 ② 「道 徳 的動 機 と非道 徳的 動機 と を混 合

す る傾 き・ す な わ ち不 純Unlau.terkeit」 ③ 「悪 しき格率 を採 用 す る性綿 す なわ

ち 人間 の 本 性 も し くは 人 問 の 心 の悪 性Bbsartigkeit」(v1.29)。 田「心 の弱 さ」

とは,道 徳 法 則 が理 念 的 に は他 に比 類 の な い動 機 で あ るべ きで あ る とは認識 して い

て も,主 体 的 に は傾向性 に比 して弱 い動 機 に しか な りえない性 質 を意 味 す る。.不純

とは,道 徳 洗則 を 自分 自身 の行 為 の動機 とはす る もの の,そ の結果 と して あ る満 足

感ぺ の期 待 が伴 一)てしま う性 質 を意 味 す る。悪 性 とは 「人問 の心 の 倒錯Verkehrt-

heit,perversitas」 と も い わ れ,「 道 徳 法 則 か ら発 す る動 機 を他 の(道 徳的 では

な い)動 機 よ りも軽 視 す る」(VI.30)性 癖 で あ る、

以 上 の性lllW,な い しそれ に基 づ く傾 向性 が,人 間 を,そ の道 徳的 心 術 に関 して・

不完 全 た ら しぬ 有 限 た ら しめ て い るの であ るQな るほ ど,人 間 は理性 的 存在 者 と

して は,道 徳 法 則 の立 法者 で あ り,そ の 限 り 「道徳 の国 の立法 的 構成 員 で あ るが・
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それ に もか かわ らず 同時 にそ の国 の 臣下Uutertanで あ づ.てそ の支 配者Oberhaupt

ではな い」(V.147)・ とい うの は・ 「理 性 的 存 在 者 が支 配 者:ρ地 位 を主 張 し う

るのは,単 に意志 の格 率 に よ って で は な くz,.彼 炉全 く独 立 な存 在 者 で あ り,意 志

の遂行 に適 した能 力 に欠 乏 も繊 もな ・蝪 合 の み で あ る」%V.434)か ら。

この よ うに.人間 の本性 を規 定 し うる の は,た だ単 に人 間 の理 性 的側 面 に のみ注 目

した り,感 性 的側 面 に のみ 注 目 した りせ ず,複 眼的 な考 察 に 拠.る。前 者 に偏 す れ ば,

八聞 は理性 を鼻 にか け,高 慢 に な るで あ ろ う。後 者 に片 寄 れ ば,無 意 味 な卑 屈 に陥

るで あ ろ う。 どち らに偏 して も自己執 着 である。我 々 は純 然 た る理 性 に よって生 きて

いる ので もな けれ ば,感 性 的 に のみ生 きてい るの では ない 。 「}方 で は理 性 に完 全

に従 って い る意志 の視 点 か らみて お り,他 方 で は傾 向性 の影 響 下 に あ る意 志 の視 点

か らみ て い る.」(IV.429)。 .そ うす る こ とに よっ て,理 駐と傾向性 との間 には 「事

実 上矛盾 は な く,理 性 の 意 図 に対 す る傾向 性 の反 抗antagonismusが あ る」(ibid.)

と言 い う.るの であ る。 す なわ ち,理 性 と傾向 性 とは,同 一 主 体 に作 用す る二 っ の力

(6)関係 と して把 握 され
,こ の 緊張 関係 の内 に 「尊 敬 の感 情 」 が成 立 す るの で あ る。

(二)

「尊 敬 の感 晴 」 の起 源 と構 造 は,前 節 で述 べ た力 関 係 にお い て考 察 され.る。 が,

専 ら,道 徳 法則 をお のれ の動機 と して承 認 す るこ とが,傾 向 性 に対 して如 何 なる影

響 を及 ぼ し,如 何 な る感 情 を惹起 す るか とい う観 点 か らのみ 考 察 され る。

まず 自己愛 に対 して は,「 道徳 法則 との一致 とい う制約 に制 限 す る こ とに よっ て,

理性 は単 に損 害 をもたらす」(V.129)。 自 己愛 は何 は と もあれ 自分 の仕 合 わせ を

心掛 け る傾向 性 で あ るが,道 徳 法則 は・ か か る私 的関 心 を離 れ て,公 的 関 心,す な

わ ち他者 に対 す る 「好 意 」 を命 ず る。 したが っ て, .自 己愛 は,他 者 との関 係 の内.で

のみ許 容 され る。 こ の よ うに制 限 され て,許 容 され る 自己愛 を,カ ン トは 「理 性 的

ω自己愛 」 とい う
。

他 方,「 自負 」 はそ の性 質 か ら して,道 徳 的 心術 とは相 入れ な い もの であ る。 自

負 は,道 徳 法 則 に よ って未 だ そ の権 利 を保 証 され て い な.い自尊Selbstschatzung

で あh.高 慢 であ る。 したが って 「純 粋 な実 践 的理 性 は,自 負 を完 全 に 打 て 砕 く

niedexschlagen」(V.129)。

傾 向性 に対 す る理 性 の影 響 は,以 上 の様 に まず 否 定的 で あ る 。 この否 定 的 作 用 は,
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傾 向性 を意志 の規 定根 拠 と して認 め まい とす る もの で あるか ら,感 性 的 な不 満 足 を

惹 き起 こす 。 す な わ ち 「苦 痛Schmerz」 「不 快 」 あ るいは 「快適 でないことUnanne-

hmlichheit」 を・さ らには 「意気 阻 喪Demutigung」 を惹 起 す るの で あ る。 しか しな

が ら,こ の限 りで は 「純 粋 な実践 的法 則 の力 を動機 と して 認識 す るこ とは で きず,

た だ単 に感 性 の動機 に対 す る抵 抗 を認 識 し うるの み で あ る」(V,140)。

道 徳 法 則 が主 体的 に も動機 で ある と.,認 識 し うるた めに は,道 徳 法則 の表象 が積

極的 な もの を含 ん でい なけれ ば な らない 。す な わ ち,道 徳 法則 の意 識 が 「そ れ ほ ど

不快 な もので もな い」(V.138)も の を含 ん でい な けれ ば な.らない 。意志 の規定根

拠 と しての道 徳法 則 は否 定的 作 用 を及 ぼ す が,こ の道 徳 法則 は我 々 の理性 が立海 し

た もの で あ る とい う認 識 が,積 極 的 な もの を内包 す る。 この認 識 は,道 徳 法則 の意

識 に よ り,.実践理 陸 が 叡 知的 立 場 へ と立 場 を移 行 し,そ こで思 惟 す る こ とに よ って

の み可 能 と な る。 した が っ.て,道 徳 法 則 の意識 の否定 的 作 用 は,我 々の感 性的 本質,

す な わ ち身勝 手 で うぬ ぼれ やす く,脆 弱で不純 である こと を自覚 させる作 用で ある と

同 時 に,感 性 的 自 己 よ りも叡 知 的 自己 の方 が よ り高 い価 値 を有 す る とい うこ と

を意識 させ るの で あ る。 したが って,道 徳 法 則 の意識 は,「 高 揚Erhebung」 の感

情 を,「 純 粋実 践 理 性 の 自己 是認SelbstbilligungJを 惹 き起 こす の で あ る。「So-

Uenは 本 来Wollenで あ る」(IV.449)こ とを知 ら しめ る ので あ る。

道 徳 法 則 の意 識 は,以 上 の よ うに否 定的 契 機 を媒 介 と して 同時 に肯 定 的契機 を心

情 に惹 起 す る。 「主観 的 な反 抗 との対 立 に お いて,す な わ ち我 々の内 なる 傾向性 と

の対 立 に お いて,道 徳 法 則 が 自負 を弱 め るこ とに よ り,同 時 に この法 則 は尊 敬 の対

象 にな る ので あ る。 そ の上道 徳 些則 は 自負 を打 ち砕Gつ ま り意気 阻 喪 させ るか ら・

道 徳 法 則 は よ り大 きな尊 敬 の対 象 で あ る」(V.130)。 この よ うに,尊 敬 の感.情と

は,否 定 的 かつ肯 定的 な二 つ の側面 を契 機 とす る感 情 であ る。

(三)

入格 も,ま た尊 敬 の対 象 で あ る。.ただ し,入 格 の 価値 を決 定す るの は,道 徳 法則

に よ る。 「入格 的 価値 は道徳 法 則 との一.一致 が なけ れば 無 に まで お と しめ られ る もの

で あ る」(V.139)、 したが っ て,人 格 が尊敬 の対象 で あ りうるのは,そ の 人格 が

道徳 法 則 の実 例 と して存 在 す る限 りで あ る。r私 が こ の実 例 と私 の振 舞 と を比較 す

る な らば,こ の実 例 は私 の自負 を打 ち砕 く法 則 を私 に示 し,そ の法則 に従 うこ と・
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その法 則 を行 ない うる こ とTunlichkeitが 事 実 に よ って示 され てい るの を眼前 にす
.

るで あ ろ う」(V.136)限 りに お いて,人 格 は尊 敬 の対 象 な の で ある。 し.かし我 々

は,道 徳 法 則 を 「直観 化 して い るanschaulichmachen.」(V.137),換 言すれ ば具

体的 に示 してい る入格 の動機 をす べ て知 り尽 し.てい るわ けで は な い。彼 の動 機 に も

自己執着 とい うこ とが あ るか も しれ な いの で あ る。 それ に もか か わ らず かの 人路 を

尊敬 す るの は,「 彼 に もや はh付 着 して い るか も しれ ない 不純 さは,.私 が 自分 の不

純 さ を熟 知 してい る よ うに は,私 には熟知 され て お らず,そ れ故 に この 人間 は私 に

対 して よ り純粋 な光 の 中 に姿 を現 わ してい る」(V.137)か らで あ るpこ の よ り純

粋な光の中 に姿 を現 わ してい る ものは,人 格性 で ある。す なわ ち,自 由な主体 で あ り,道

徳法則 に よ って実 現 され て い る もの であ る。 「道徳 法 則 は神 聖(不 可侵)で ある 」

(V.155)。 なぜ な らば道徳 法則 は我 々に は道 徳 法則 で あ るが,元 来 は,神 聖 な

存在 者 に さ え妥 当 す る実践 的 法則 で あ るか ら。 した が っ て,入 格性 は.有 限 な人 間

に とっては,神 聖 な る もの で あ る。 かか る入格 性 故 に 人格 は 「尊 厳Wiirde」 を有 す

るので あ り,そ れ故 に 人格 はた だ 単 に手 段 としてのみな らず 目的 として も扱 わ られ る

べ きなの で あ る。 こ.の尊厳 とい う内的 価値.に対 しては 「ただ尊 敬 とい う語 のみ が,

理性 的 存在 者 の この 価値 に捧 ぐべ き尊重 の念 の適 切 な表現 であ る」(.IV.436)。

「そ もそ も尊 敬 とは 私 の 自 己憂 を打 ち破 る とこ ろの 価値 の 表現 な の で あ る」(IV.

401,Anmerkung)。 この よ うな尊 敬 の対 象 と して の人格 は,我 々が道徳 的 に善 く

生 きよ う とす る際 の模 範 で あ り,励 ま しで あ る。

また我 々は 「才能 あ る人」(ibid.)に 対 して も尊 敬 を感 ず る。しか し,天 賦 の才

能に対 して は尊 敬 を感 ず るこ とが な いで あ ろ う。 カ ン トに よれ ば,天 賦 の才能 に 対

して は驚 嘆Bewunderungが ふ さわ しい。尊 敬 の感 情 と驚嘆 を分 け る のは,そ の対

象が 「模倣 す るこ と をあ る程 度 自分 に とっ て法 則 た ら しめ る」(V.138)か 否 か に

拠 る。尊 敬 の対 象 は,そ の対 象 を模倣 す る こ とが 自分 の義務 で あ るこ とを気 づ かせ

て くれ る よ うな もの で あ る。 優 れ た学 者 が尊敬 り対 象 で あ るの は,お のれ の無精 進

を表示 せ しめ,自 分 の知的 水 準 に ご満 悦 な 人間 に対 して は,彼 の 自負 を打 ち砕 き,

精進 の余 地 のあ る こ と を自覚 せ しめ るか らで あ.る。

しか し,そ の尊 敬 の対 象 に お いて 「どれ ほ どの生 得 の才 能 と どれ ほ どの 自己 の勤

勉に よ る陶 治 が,こ の熟 練 に関 与 して い るか は なん とい っ て も不確 かのままで ある」.

(V.138)。 学者 が優れ て い.るの は,そ の 人の天 賦 の才 に負 っ てい る だけ で,我 々
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の模範 とな る よ うな精 進 ぶ りは欠 け て い る こ と も.あり.うる。 それ に もかか わ らず,

C8)「我 々 は我 々の 才能 を伸 ば す
こ とを義 務 とみ なす 」(IV.401.Anmerkung)限

りに お い て,.か つ 「理 性 は熟 練 を陶 治 の結実 と して推 量的 に我 々に示 す 」(V.138.)

限 りに お い て,優 れ た学 者 は尊 敬 に値 す るの で あ る。 したが って,才 能 ある 人す べ

てが尊 敬 の対象 で あ るの では な い。才 能 あ る 入 の行 為 は,善 で も悪 で も あ り うる,

優 れ た 知 性 は 完全 犯 罪 を可 能 にす る で あろ う。 この知 性 は 欲望 を多 い に満 足 せ

しめ る た め に綿 密 な計画 の下 で行 為 す る こ とを可 能 に す るで あろ う。 我 々 は か か る

行 為 の主 体 を軽 蔑 す るで あろ う,た とえそ の 才能 に は驚 嘆 す る と して も。 な ぜ な ら

ばそ の主 体 は道 徳法 則 の下 で お のれ の才能 を陶 冶 して い ないか らで あ る。陶 治 の意

図 が道 徳 的 では な いか らで あ る。実 用 的意.図か ら して,お のれ の 才能 を陶 冶 せ ね ば

な らな い の は,.「(あ.ら ゆ る 目的 に対 す る)能 力 の陶 治 が与 え うる とこ ろの利 益 を

配 慮 す る こ と」(VI.4445)に よ る ので はな く,陶 治 す る こ と自身 が 「入間 の 自

分 自身 に対 す る義務 」(ibid.)か らで なけ れ ば な ら な い。 こ の こ と の 認 識 に よ

って 「尊 敬 か ら」 おのれ の 才能 を陶 冶 した 人聞 のみ が,尊 敬 に値 す る ので あ る。

デ カ ノレトも次 の よ うに言 っ てい る。 「私 は,自 ら.を尊敬 す べ き正 当 な理 由 を我 々

に与 え うる もの は,我 々 の内.にた だ一 っ しか認 めな い 、す なわ ち,我 々の 自 由意 志

の行 使,我 々の意志 に対 して我 々の持 って い る統 制 力 がそれ で ある」(Lespass一

へ

ionsde1'tim.eArticleCLII)と 。

尊 敬 に値 す.る人 々は確 か に我 々の模範 で あ り.,模 倣 すべ き入々 で あ る。 しか し,

尊敬.に値 す る.入々が,た また ま得 た外的 状 況,例 え ば仕合 わせ,社 会 的地 位 等 々の

偶然 的 賜 物 め故 で はな く,そ の 入々 の有 す る道徳 的 心 術 の故 であ る。 した が って,

「実 例 はた だ励 ま し.のため に役 立づ だけ で あ る」 し 「理 性 の 中 に存 す る真 の原 型 を

なお ざ りに して実 例 のほ うを模範 とす る こ と」 は決 して許 され な い ので あ る(IV.

4。9)!g)

(四)

尊 敬 の感情 は道 徳 的行 為 の唯一 の動 機 で あ る と され る。上述 した こ とを基 に ご の

点 を考 えて み よ う。

道 徳 法 則 が,私 愛 や 自負 を.考慮 す るこ とな く,意 志 の主体 的 規 定根 拠 で あ るの は

如何 に して か。私 愛 や 自負 は道徳 法則 に反抗 す る力 で あ り,「 実 践理 性 の活 動性 を
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主観 的(感 覚 的)原 因 が妨 げ る とい うだ けの理 由 で この活 動性 の結 果 を行 為 に現 わ

さな い」(V.140)と いわ れ る よ うに,理 性 の本 来的 な1Woneロ.に 基 づ く原 因性

を阻 害 す.るところ の儲 で ある。か か る傾向 性 か5る こ との不 可能 な燗 に とっ

て,こ のWoilenはSollenと し.てのみ 意識 され る。.道徳 法則 の意識 は」 こ.のWo.

lien.に対 す る抵 抗 力 を阻止 す る。 こ.のこ とだ けで,道 徳 法 則 は意志 の直接.的規 定根

拠 た りうる ので あ る。 なぜ な らば,理 性 は本来実 践 的 であ るか ら,..「理 性 の判 断 に

おいて は,道 徳 法 則 が抵抗 を取 り除 く揚 合.障 害 を取 り除 くこ とは原 因 性 を積 極 的

に促 す.こと と同 じで あ る」(V.133)か らで あ る。

尊 敬 の感 情 とは 「私愛 か ら影響 を,自 負 か ら迷妄 を取 り去 る」(V.134).道 徳

法則 の直 感 的 表象 で あ る。 した が っ.て,理 性 の活動.を阻害 す る障 害 を除 り去 る こ と

によって,道 徳 法 則 によ る意 志 の主観 的 規定 が可能 とな るの であ る。.尊敬 の感 情 は

「意志.ぺの法 則 の影響 を促 す感 情 」(v.133)で あ り・この限 りで道 徳 法則 を自己

の格 率 とす る ため の動機 で あ る。.

道 徳性 は,道 徳 法 則 が意志 を直接 に規 定 す るこ とに成 立 す る。 したが.って,道 徳

法則 は いか な る感 情 を も介 す る こ とな.しに,意 志 を規 定 せ ねば な らない 。.それ で は,

尊敬 の感情 を,道 徳 法 則 を 自己 の格 率 とす る動 機 とす る こ と と矛 盾 す るの で あ ろ う

かo

カン トは次 の よ うに言 う,「 道 徳 法則 に対 す る尊敬 は道徳 性 へ の動 機 で は な く,

この感 情 は.道徳 性 そ の もの で あ り,主 観 的 に動 機 とみ な されて い る」(V.134)と 。

尊敬 の感 情 は,「 主 体 の 内 で 」.道徳 法 則 に 「先 行 して い て 」,「 それ が道 徳性 に

向か う気 分 を起 こ させ る」(ibid.)よ うな感 情 で はな い。尊 敬 の感 情 は,道 徳法

則の表象 に必 然 的 に随 伴 す る直感 的 表象 で あ る。道徳 法 則 が我 々 の意 志 の 客観 的 規

定根拠 で あ るべ き こ と(何 故 にそ うなの か とい う蘭 は,人 間理 性 の限 界 外 で あるが)

を我 々 が承 認 す る こ とに よっ て生 ず る感 情 なの で あ る。 した が って 「主 観的 に道 徳

的感 情 と よば れ る,道 徳法 則 に対 す る感 情 は,義 務 の意 識 と同 一 で あ る」(VL464)

と言 われ,「 私 が直接 に私 に対 す る法則 と認 識 す る もの を,私 は尊 敬 を伴 っ てa

する」(IV.401,Anmerkung)と も言われ るのであ る。 カウル バッハ の言 うよ うに

ao;「尊敬
は,獲 得 され た道徳 的立場,す なわ ち道徳的心`GRTの表 われ」 と考 え られ よ う。

それ で は,我 々 は如何 な る道 徳 的 立 場 を獲 得 し うるの で あろ うか 。 こ の間 へ の答

えが,尊 敬 の感 情 が道 徳性 そ の もの で あ り,主 観 的 には動 機 とみ な され うる とい う
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こ.とを解 明 してい る。

「入 間 の道 徳 的 状態 は徳 であ る,.す なわ ち戦 い の 中 に あ る道 徳 的心 微 であ っ て,

意志 の心 術 の全 き純 粋性 を持 つ と自称 され る神 聖性 で は ない.」(V.151)。 道 徳性 は

道 徳 法 則 に よ る直接 的 意志 規定 にお い て成 立 す るが,道 徳 た らん とす る意向,す なわ

ち道 徳 的心 術 は純 粋 では な く,絶 え 間 のな い,傾 向性 との戦 いの中 にある。この戦 い

の内 に お い て惹起 せ ら.れる のが,尊 敬 の感情 に他 な らない の であ る。 したが っ て徳

とは 「道 徳 法 則 に対 す る尊 敬 か ら くる合 法則 的 心 術 」 で あh,「 法則 の遵 奉 に対 し

て多 くの不 純 な(道 徳 的 で ない)動 因 を混合 す るこ とに向 か う不 断 の性癖 の意 識 で

あ り,し たが って謙 遜 と結 び つ い た 自尊 で あ る」(V.231)。 人間 に は・全 く純

粋 で,完 成 した心 術 を要 求 しえな い。 か か る心 術 とは 「道徳 法則 を全 く自 ら進 ん で

geme」(V.149)遵 奉 しよ うとす る心 術 で あ る。 人 間 の内 には,「 自 ら進 ん で」

道 徳的 た らん とず る 人々 もい るで あ ろ う。 立派 な 人 々で あ る。 しか し,「 自 ら進 ん

で」 とい うこ とは,人 間 にお い て は 「自 らの好 み か ら」 とい うこ とで あ り,多 かれ

少 なか れ 自 己の傾 向 性 に従 っ てい るの であ る。 何故 な らば 「我 々は 自分 らが求 め る

もの」(V.211)を 動 機 と してい るか らで ある。 例 え ば,そ の求 め られ る もの が

自分 自身 の仕 合 わ せ で ある場 合 は言 うに及 ば ず・ 他者 の仕合 わせ で あっ て も同 様 で

(ll;他 者 の仕 合 わ せ を動 機 と した行 為 が道徳 的 で あzと 言
い うるの は,他 者 のあ る9

仕 合 わ せ を自分 の義 務 と承 知 し,そ の 「義 務 か ら」 な され た場合,す なわ ち主 観 的

にみれ ば 「義 務 に対 す る尊 敬 か ら」 な され.た場 合 び)みで あ る。

法 則 に 「自 ら進 ん で」 す なわ ち.「法 則 へ の愛 か ら.1従 うこ とが,何 らか の実 践 的

意 義 を持 つ とす るな らば,そ れ は あ らゆ る欲 求 か ら独 立 した聖 な る存 在 者 に お いて

めみ で あ ろ う。 人 間 に とっ て,か か る聖 な る心 術 は,達 成 しえな レ理 想 で あh「 我

々がそ こに近 づ こ う と努 力す べ き,そ して不断 の限 りない進 行 に おい て それ に等 し

くな ろ う と努 力 すべ き原 型 で あ る」(V.149)。 した が って 「理性 的 で あ るが,

有 限 な存 在 者 に とって は,た だ道徳 的 完 全性 の よ り低 い段 階 か らよ り高 い段 階 への

無 限 に続 く進 行 の み が可能 なの で あ る」(V.221)。 道 徳 法則 に よ る意 志 の 直接

的規 定,す なわ ち 「義 務 か ら」 のい う道 徳 的 心術 に関 して も同様 で あ る。 以上 の こ

とを認 め ぬ者 は,カ ン トに従 えば,道 徳 的 に許 され ぬ 自負 に陥 って い る こ とに なろ

う。 した が って,他 者 に対 す る尊 敬 とい うこ とも不可 能 とな るで あろ う。

以 上 の よ うな意 昧 で,尊 敬 の感 情 は獲 得 され つ っ あ る徳 の直感的 表象 であ る,す
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なわ ち道 徳 性 の 直感 的 表象 であ る と同時 に,客 観 的 な道 徳 法則 に よ る義 務 を お のれ

の もの として,不 承不 承 な が らも負 お うとす る動 機 なの で あ る。

(五)

カ ン トは尊敬 の感 情 の一契 機 と して 「不 快 」,「 苦痛 」 を説 いて い る。 また,尊

敬 の感 情 は本来 的 なWollenの 意 識 をそ の契 機 と して い る。 しか し 「尊 敬 の感 情 は

満足'Vergnugenに も苦 痛 に.も算 え られ ない 」(V.142)の で あ る。

尊敬 の感 情 は苦痛, .不 快 とい った癖情 で はな い。 前者 は理 性 に よ って惹 起 され た

「実践 的 に作 り出 され た もの」(V.139)で あ るが,..後 者 は 「感 情 に及 ぼ す 否 定

的作 用 」 で.あh「 すべ て の感 情 一般 と同 じく受 動的 で あ るJ(V.133)と いわ

れ るよ うに,そ の起 源 を異 にす るか らで あ る。 さ らに重 要 な理 由 は,こ の両 者 の果

たす道 徳 的 晒値 が異 な る とい うこ とで あ る。尊敬 の感 情 は,前 節 で みた よ うに,道

徳的 心 術 そ の もの を特 徴 づ け るべ き もの であn:道 徳的 に善 で あ る こ との本 質 を形

成す る。 しか し,単 な る苦痛 は道徳 的 価 値 を形 成 す る もの では な い。例 えば,私 利

私欲 に根 ざ した行 為 で も,そ の努 力 にお い て は苦 痛 が伴 うこ とはあ りうるの で あ る。

苦 痛 が 道 徳 的 価値 を形 成 し うる の は,尊 敬 の一 契機 をなす限 りにお い て のみ で あ

る。 す な わ ち,道 徳法 則 が我 々の 自負 を打 ち砕 き,謙 虚 にせ しめ る場合 に生 起 す る,

自己嫌悪 に伴 う苦 痛.としてのみ で あ る。

尊 敬 の感 情 は感 性 的 な苦痛 を伴 うか ら 「満 足 」 で は ない。 しか し尊 敬 は 「自己是

認」 であ り,自 己是認 に はあ る種 の満足 感 が伴 うはず.であ る。 カ ン トは この満 足 感

を 「自足Selbstzufriedenheit」 と よぶ 。 自足 とは 「自己 の現 存 に消極 的 に満 足 す

るこ とWohlgefallen」(V.212)で あ り,「 徳 の意 識 に必然 的 に伴 っ てい る に ち

がい な い,幸 福 に類似 した もの」(ibid.)で ある。 尊敬 の感 情 に は本来 のWollenを

備 たす と い う契 機 もあ るが,そ れ は形式 に関 して のみ で ある。 この満 足 は,道 徳 的

行為 に伴 うもの であ る か ら・ 「自然 的幸 福 」 か ら区別 され た 「道 徳 的 幸福 」 であ る

(Vgl.V・.387).し か し,.の 満 足 はW。11.,nの 顛 に関 す る齪 で63な い121

この意味 で 「消極 的 」で ある。道 徳 的満 足 は,し た が って,幸 福 や至福 の類 似物 で

あって,そ の もので は ない。道 徳 的 行為 が上述 の よ うな満 足 を伴 うこ とは確 か で あ

る。 しか し,.こ のよ うな満 足 を動 機 とす る こ とを,カ ン トは否定 す るの で あ る。 こ

の道徳 的 満足 は 自己満足 で あ り・道 徳 的満 足 を動 機 とす るあ らゆ る行 為 は
,自 己満
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足 を.享受 す.るこ とを動 機 と.し:てい るの であ っ.i,自 分 自身 に まず好 意 を寄 せ る.傾向

性 に基 づ いて い るの で あ る。.また;道 徳 的 行 為 に対 して,幸 福 を要.求す る ことぽ,.

自分 自身 に得 意 とな るこ とで あ り,あ る道 徳 的段 階 に停止 して しま う危険 が あ る。

したが って,習 慣 に 堕 して しまい,こ の結 果 は道徳 的 退 雍 が待 っだ けで あろ う。

「徳 と は,常 に進 歩 チ る も.あで あ り;.し か も ま.た常 に 薪 走 乏始 ま る.も.のである」

(vi.409)。

(六)

尊 敬 の感 情 は,畏 怖Furchtの 感 情 を もそ の契 機 と.して い る。尊 敬 の.対象 で ある

道徳 法 則 は犯 すべ か らず もの であ り,「 堂 々 た る威 厳feierlicheMajestat」(V.

137)を 有 してい る。 だか らこそ,道 徳 法則 は,我 々 の 自負 を打 ち砕 き,意 気 阻喪

た ら しゆ るの で ある。.かか る法則 に対 す る尊 敬 は,自 己中心 的 に成 りや す い 人間 に

と らて は,「 威 嚇的abschreckend」(ibid.).で あ る。尊敬 の感 情 にはr道 徳 法則

に違 反 す る ので はな いか とい う畏 怖 が常 に結 びつ い て い るので あ る。 この よ うな意

味 で,尊 敬 の感 情 は 「畏怖 とめ類 似 点 を有 す る」(.工V.401.Anmerkung)。 デ カ1レ

トも 「尊 敬 または敬 意 とは,..敬意 す る対 象 を単 に高 く評 価 す るば か りで はな く,そ

の好 意 を得 んがた め に,.一一種 の畏怖 を もって それ に従 う,と い う心 の傾向 で あ る」

(Qp.Clt,ArticleCLXII.傍 点 は論 者)と.し て い る。勿 論,デ カル トの思 想

に.カン トの思 想 が全 面 的 に一 致 す るわ け で はな いげ しか し,尊 敬 の感 情 が,畏 怖 や

傾 向 と類 似 点 を有 して レ.・るこ とは,カ ン トも認 め る とこ ろで あ る(Vgl.IV.40L

Anmerkung)a

尊 敬 の感 情 は確 か に畏怖 の感 情 を契機 と して い るが,こ の場 合 の畏怖 とは,道 徳

法 則 に反 した場 合 に結 果 す る罰 に対 す る畏怖 で は ない 。か か る畏怖 を免 れ ん とす る

行 為 は,自 己愛 に基づ いた行 為 であ る。尊 敬 ゐ感 情 の契 機 と して の畏怖 は,道 徳法

則 を前 に した 人間 が それ か ら逃 れ るこ との で きない感 情 であ る。 人 間 は有 限 で あ る

限 りに お いて,道 徳 法 則 を純 粋 に動機 と して い る とは断 言 できず,常 に道 徳法 則 に

反 して い る ので はな いか と畏 怖 せ ざる をえな い か らで あ る。 した が っ て,か か る畏

怖 は 自己 め傾 向 性 に負 う感 情 で あ る。.道徳 法則 は厭 わ しい もの であ る が,こ れ はむ

しろ 自己 中心 的 にな らざ る をえ ない 自己 めお ぞ ま しさに対 す る感情 で あ る。 だ か リ

カン トは,尊 敬 の感 情 を.「知 性 的軽 蔑 」.どよぶ の であ る(Vl133)。 かか る畏怖 か
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ら.眼を逸 らす た めに,我 々 はお.のれ の 自己 認識 を妄 迷 に導 く:ことが あ りえ よ う。 あ

るい は,道 徳法 則 よ りも.おのれ の格 率 が高.い価値 を有.する.と考 え るこ と もあ ろ う。.

これ らは 自負 で あn,反 道徳 的 で あ る。

有徳 な 入々 に対 して感 ず る尊 敬 も,そ の人 々 に対 す る 「恐 れ 」 を一契 機 と して い

る。有徳 な 人 々に対 して,我 々は近 寄 り難 さ を感 じざ る をえ な い。そ れ は愛 着 で は

ない。 この ζ、とが生 ず る のは,我 々.自身 が不純 で,脆 弱 で あ る こ とを知 っ.てい るか

らで あ り.♪か の 人 々が道 徳 性 の本 質 き我 々 に明 らか に示 して い る.からで あ る。 カ ン

トは,尊 敬 を 「斥 力 」 をみ な し,r適 当 な距離 を保 つ こ とを要求 す る」 もので あ る

としてい る(VI.470)。

(七)

最 後 に,以 上述 べて き た尊 敬 の感 情 の 本質 を良 心論 との関.係か ら論 じ,本 論 を終

える こ と.にす る。道 徳法 則 は威 厳 を有 す る。道 徳法 則 は,我 々 を屈 服 させ る厭 わ し

い もの であ る。.我々の傾 向性 に基 づ く行 為 に関 して,自 己執着 か ら,こ.の 道 徳法 則

に対 して,様 々 な言 い訳 を試 み る。道 徳 法 則 は,自 己執着 に基 づ く行 為 とそ の行 為

の弁 明 とを弾 劾 す る。 カ ン.トは,こ の よ うな意 識 内 での 作用.を,.良 心 とよぶ 。

良心 とは,「 入 間 の内 な る内的 法 廷 」(VI.438)で ある。.「人間 に皆 良心 を持

っていて,内 的 裁判官 に よっ.て自分 が監 視 され,威 嚇 され,ま た一般 に畏 敬(畏 怖.

と結 びっ い た尊 敬)を 持 た せ しめ られ て い る こ とを知 って い る」(ibid.)。 内的裁

判官 とは,道 徳法 則 の威 厳 を体 現 す る者 で あ.n,そ の威 厳 に よ る有 効 な宣 告 を下 す。

決 意 され た行 為 に つ い て,裁 判 官 が 有 罪 とすれ ば, .「人が 良心 の呵 責 に よ って感

ず る苦 痛.」(VI.399)が 伴 う。 無 罪 とすれ ば 「有罪 とみ とめ られ る危険 か ら逃

れた とい う.喜びFrohseut」 が伴 うが,こ の 「喜び 」 は 「積極 的(歓 喜Frendeと

して)で は な く,た だ消 極 的(取 越 苦 労 の あ との安 心)で あ るにす ぎな い」(VI,

440)a

良心 は,道 徳 的 自己意識 であ る。実践 的rvcに お い て は1同 一 の 自.己が二 重化 さ

れて意 識 され る。 す なわ ち,被 告 で あ りかつ原告zあ る自己 が意 識 され る。原 告 は

立法 的主 体 で ある。被 告 は理 性 的 で は ある が有 限 な存 在 者 で あ る。原 告 あるい は裁

判官 とLて の 自己 の意識 は 自尊 であ る。 有 限的 な存 在 者 で あ る とい う自.己の 自覚 は.

謙 遜 で あ る。道 徳 的 自己意 識 とは,謙 遜 と結 びつ いた 自尊 であ り,こ れ は尊 敬 に他
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な.らない の で あ る。尊敬 と.は,.道徳法 則 に よっ て可 能 とな る道徳 的心 術 の直感 的現

れ で あ る と同時 に,か か る心 術 へ と自己投 企 する場 合 に発現 して くる道 徳 的 自己意

識 の直 感的 現 れ なの で あ る。

(注)

引 用箇所 にお け る,ロ ー マ数字 は アカ デ ミー版 の巻 数 を,ア ラ ビア数字 は頁数 を

示 す。 た だ し,ア カデ ミー版 第 五巻 か らの引 用 は,『 実 践理 性批 判 』 だ け な ので,

Vと 記 しだ もの に限 り,便 宜 上,r実 践 理 性 批 判 』 の 第 一 版(1788年 出 版)の

.頁付 け に よ る。

(1〕 カ ン トは 『人倫の形而上 学の基礎づ け』 にお い て,動 機Triebfederと 動 因Be-

wegungsgrundを 区 別 し て い る(IV,427)が, .『 実践 理 性批 判 』 にお い て

この 区 別 は解 消 した観 が.あるげ この相違 は,カ ン トの倫 理思 想 にお け る動 機 論 が動

揺 し て い る こ と を示 して い る6前 著 にお い て道機 論 はア.・プ リオ リな認識 と して成

立 せ ぬ と され る(IV.460)が,後 著 に お いて は成 立 す る と され る(V.129f.)。

しか し,本 論 で取 り扱 う尊 敬 の感 情 の 本質 規定 に関 して は,両 著 作 には相 違 な き

もの と考 え る。 したが って,上 述 の問 題 は本 論 で は触 れ な いが,こ の こ とは許 して

いた だ け るで あろ う。

働 「悟 性 界 の概 念 は,一 つ の立 場 にす ぎな いの で あ って,理 性 は お のれ を実 践的

な もの と考 え るた め に,こ の立 場 を諸 現 象 の外 に取 る よ う自分 か ら強 要 され てい る

こ と を,知 っ てい る 」(VI.458)。

B.)「 実践 的 理性 は,み ず か ら悟性 界 に 入っ て考 え るhinein.denkenこ とに よって,

お の れ の 限 界 を超 え.るの で は な い 。 しか し理 性 が みず か ら悟 性 界 に入 っ て 直 観

ロ 　 の 　 コ

しhineinschauenよ うと した り,入 っ て感覚 しhilleinempf血denよ うとす れ ば,お

のれ の限 界 を超 える こ と にな るの であ る」(ibid.)。.

〔4〕この弁明 はか な りの説 得 力 を持 ち うる もの と もな りえよ う。何故 な らば,傾 向

性 は,そ れ に もとつ く主観 的 な実 践的 原 理 を可 能 に し,「 か な り統 一 の あ る体 系 に

もた ら され うる」(V.129)か らで あ る。しか しだか ら とい って,傾 向性 に基 づ く格

率 が,必 然 的 に客観 的原 理 たる とは限 ら.ない 。 この こ とを見逃 す場 合 に,道 徳 的 自

負 が生 ず るの で ある。
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圏 格 率 を道 徳 法 則 に適 うよ う立 て る こ と,す なわ ち形式 に関 して格 率 が普遍 的

妥 当性 を実現 してい る だ けでは,意 志 の能 作 は充 分実 現 され てい な い こ とを,こ の

一文 は暗示 してい る。意 志 の能作 が完全 に実現 し うる とすれ ば,道 徳性 に見 合 った

幸福,す なわ ち至福 が実現 しな けれ ば な らない。 しか し,こ の こ とは,道 徳性 に関

す る論議 か らは解 明 で き ない の で ある6

16〕 理性 と感性 との関係 性 は,悟 性 と感 性 との関 係性 に類 似 して い る。我 々の行 為

は理性 と傾 向性 との綜 合 におい て成 立 す る よ うに,認 識 は悟 性 と感 性 との綜 合 に お

い て成立 す る.ので ある。 た だ し,道 徳的 行 為 の成 立 を問 う限 りでは,理 性 が傾 向性

に対 して優 位 を示 さね ば な らな い。 そ の媒 介 を成 す の が尊 敬 の感 情 で ある。尊 敬 の
コ ロ コ コ 　

感情 は道 徳法 則 が惹起 す る もの と して,理 性的 一感 庸 といわれ てよいであ ろ う。 この

尊敬 の感 情 が行 為 にお い て課 す役 割 りは,図 式 あ るい は図式 を産 出 す る構 想 力 が認

識 にお い て課 す役割 りに類 似 して い る よ うに思 え る。

{7}EigenliebeとSelbstligbeと は 一 応 区 別 され う.るで あ ろ う。Selbstliebe.

は,利 己心 が理 性 の声 を聴 き入れ うるの で あ り,positivな 意 味 を有 す る。.

Eigenliebeは,謙 虚 さ を全 く欠 いた身 勝 手 さで ある 。 した が って ,Selbstliebe

は理 性 的 た り う る が,Eigenliebeは 理 性 に反 す る。 こ の こ とか ら,自 己 愛 は

道徳 的 に許 容 され る。 「あな たが す べ ての他 入に も好 機 を寄 せ る とい う制 約 の下 で,

あな た自身 に対 して好 意 を寄 せ るこ とを,あ なた に許 す ので あ る。 なぜ な らば そ

のよ うに して初 め て,あ なた の格率 も,あ らゆ る義 務法 則 一般 の基 準 とな る普 遍 的

立法 と して の資格 を得 るか らで あ る」(IV.451)。

{8)こ の義 務 は徳 義 務 と言 われ る もの で あ る。 す なわ ち義 務 で あ る と同時 に 目的 で

もある もの で あ る。 こ.の徳 義務 は 「実 用的 意 図 」 に関 す る もの と,.「 道 徳 的意 図」

に関 す る もの とに区別 され る。 こ こで言 われ る義務 は前 者 の意味 にお け る もの で あ

る。 した が っ て,す ぐれ た学者 が悪 しき性 格 を持 って い る と して もそ の学 者 と.同じ

仕事 に携 わ る 八 々に と って は尊 敬 に値 す る ので あ る(Vgl.V.138f)。

(9)カ ン トは,こ の道 徳的 心術 を認 識 す る こ との困難 さ を認 め て い る(Vgl.IV.

406f.VI.447)。 し.かしだか ら とい って,「 義務 の法 則 に対 す る正 当 な尊 敬 」

が虚妄 で はな い と考 え,そ の理 由 を挙 げ てい る(Vgl.工V.408)。 しか し この理

由は,「 義 務 か ら」 の とい う動 機 を正 当 づけ る もので あ った と して も,個 々の 人格

に対 す る尊敬 を正 当 づ けて は いな い よ うに思 え る。 む しろ この尊敬 を正 当 づ けて い
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るの は,人 間 に許 きれ る道 徳 的在 り方 へ の洞察,あ るい は道 徳 的 自.己意識 に基 づ く

と思 え る、 本論(四)以 下 を 参照 。..

(10;F.Kaulbach;Im皿anue].Kant.(WalterdeGruitex&Co.Berlin,ユg6g)

S.244f.

⑳ 「義 務 に適 った こ と(例 えば親 切 にす る こ と)へ の傾 向 で さえ,な る.ほど道 徳

的心 術 ρ活 動 を非 常 に容 易.な.ら.しあ うる.であ ろ うが,し か し何 ら道 徳 的格 率 を生 み

出 ず もめ で はな4、」.(V.2i3.)。

圃 我 々 は との 本来 のWollenの 実 質 を 「最 高 善 」 と考 え るこ とが で き よ う。 「最

高 善 は純 粋 な実 践 的理 性 の全 客 体 で あ.る」(V.219)。.

(さ べ っ と う.よ しひ ろ 博 士後 期 課 程3回)
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